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次世代に保育の魅力を伝える 
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１ ワークショップ開催までの経緯 

 

 企画者らは、2012 年度から共に保育者養成を考

える仲間（同僚性）という関係を保ちつつ、保育者

養成や保育の本質について各々の思いや考えを出

し合い、談笑しながら論議を重ねてきた。 

その論議の中で、山野、小島は保育現場での経験

から、特別な支援を必要とする子どもの存在が、保

育の本質を問い、保育者の成長を促したり、保育観

の再構築を推進したりすることをエピソ―ドを交

え、語った。その語りに心理職の渋谷が共感と支持

を寄せ、ミニシンポジウムの企画が生まれた。「障

害児保育」「統合保育」「特別支援教育」をキーワー

ドとして、現代の保育者の専門性について考える

こととした。そのための場として、2013 年度から

3 年間にわたり「『特別支援』が求められる時代に

おける保育者の専門性とは」というテーマでミニ

シンポジウムを開催してきた。 

 3回のミニシンポジウムを振り返り、要点をまと

める。 

1.1 第1回ミニシンポジウム 

開催日：2013年11月16日 

テーマ：「『特別支援』が求められる時代における保

育者の専門性とは」 

 第 1 回目のミニシンポジウムで確認できたこと

としては、「現代の保育者は、あくまで軸足は生活

に置きつつ、特別支援の知識やツール、システムな

どの資源を使いこなす力が求められる」というこ

とが挙げられる。さらに「生活に根ざした保育の中

に、特別支援を組み込んでいくことが求められる」

という視点も大切である。 

1.2 第2回ミニシンポジウム 

開催日：2014年11月8日 

テーマ：「『特別支援』が求められる時代に保育者の

専門性とはパートⅡ―保護者と連携する保育者の

専門性とはー」 

 第 2 回目のミニシンポジウムでは、保護者との

連携のために保育者は、「親子の『生きるかたち』

を尊重する」、「親子が『わかり合える関係』を築け

るように、親子の生活を豊かにするための『生活支

援』を粘り強く行う」、「親子が背負っている生きる

条件と、親子の現状を見極めつつ、特別支援を行っ

ていく」という３つの観点を学び合うことができ

た。 

1.3 第3回ミニシンポジウム 

開催日：2015年12月 5日 

テーマ：「『特別支援』が求められる時代における保

育者の専門性とはパートⅢ―保育者を支え、保育

の質を高めるー」 

 第 3 回目のミニシンポジウムでは、二つの側面

から保育の質を高めることについて考察した。一

つは、「異なる専門性との連携」の意味である。保

育者が、子どもや保護者と紡いできたストーリー

を第三者に話す機会が提供されることで『保育の

振り返り』ができる。さらに異なる専門性の新たな

視点を得ることで、問題の捉え方が変化し得る。つ

まり『保育の捉え直し』である。もう一つの側面は、

「保育者同士の協働」である。保育者が互いに異な

る価値観を受け止めた上で、繋がっていくことを

意識する。同僚性の促進である。また、園内研修を

継続して意図的に実施してきた保育所では、研修

を通して目の前にある課題を意識し、その課題に

主体的に取り組もうと考えるようになったという

報告も得られた。園内研修を語り合いの場として

機能させることによって『主体的な学びの姿勢の

獲得』が期待できるといえる。 
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 以上のように継続して開催してきたミニシンポ

ジウムについては、「子ども」「保護者」「保育者」

それぞれの視点から保育者の専門性を問うことを

通して一区切りとした。 

 

２ ワークショップ 

 

 2016 年度は、ワークショップへと形を変え、現

職の保育者と共に「次世代の保育者に向けて保育

の魅力をどう伝えるか」を一緒に考える場を設定

することとした。第 3 回のミニシンポジウムにお

いて、話題提供者の山野から同僚との語り合いを

主とした園内研修の効果についての報告があった。

その報告を踏まえて「語り合いの場を試行的につ

くる」という目的からワークショップの企画を行

った。 

2.1 ワークショップの概要 

日 時：2016年9月24日（土）13:00～16:00 

テーマ：「次世代に保育の魅力を伝える」 

   ・現職の保育者は、どんなところに仕事 

    のやりがいや魅力を感じているかを話し

合い、保育の魅力を再発見する 

・次世代の保育者に、保育のやりがいや 

魅力をどのように伝えていくかを共に考

える 

・保育者が直面する早期離職の危機を 

一緒に乗り越える方法を考える 

会 場：鈴鹿大学短期大学部 B棟302教室 

参加者：現職保育者および保育経験者、その他 

参加人数：2４人（企画者 3人を含む） 

ワーク参加者：女性18人、男性3人、 

       平均年齢 39歳（21歳～71歳） 

       平均経験年数 7.1年 

＜プログラム＞ 

●ワークショップの趣旨説明 

 ・「園内研修とチームワークづくり」 

 ・「保育者養成を行うことで大切にしている 

こと」 

●グループワーク 

①「私の考える保育の魅力」 

 ・保育の仕事を続けていく原動力となってい 

 るものは何ですか？ 

 ・どんなところに保育の仕事の魅力を感じま 

すか？ 

②「次世代の保育者をどうささえるか」 

・事例検討を通して考え合う 

●グループ討議の内容発表 

●考え、意見の共有 

●まとめ「保育の魅力とその発信のあり方」 

 

2.2 グループ討議の内容 

「私の考える保育の魅力」とは？ 

・子どもの笑顔、つぶやき 

・子どもの成長 

・保護者からの温かい言葉 

・子どもの成長の喜びを共有 

・保育内容や環境を話し合ったり、考え合っ 

たりすること 

・保育に手ごたえを感じること 

・仲間との信頼関係を感じること 

・人の役に立つ仕事 

・毎日変化がある仕事 

 

写真1 ワークショップの事例検討 

 

 
2.3 ワークショップの感想 

・いろいろな年齢や職種の違う先生方とたくさ

ん話ができ、よかった。いろいろな子どもたちと

ともに、いろいろな考えをもった職員とともに、

共有し合い話し合いながら、これからの保育、職

員の働きやすい環境づくりをしていきたい。魅

力を感じながら働いてもらえるように頑張りた

い。 

・このようなグループワークを園内研修でも取
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り入れ、よりよい保育を目指していきたいと思

う 

・先輩方の意見をたくさん聞けてよかった。 

自分の園についての相談にのってもらえた。 

・若い先生、ベテランの先生のたくさんの意見を

聞けるすごくよい機会だった。40年現場で働い

た方から経験を通して思ったことを教えていた

だいてとても勉強になった。 

・保育のやりがいを共有できてよかった。いろい

ろな先生から自分にないものを教えてもらえ

た。 

・年代を超えて改めて子どもが無条件で好きと

いうことを再確認できた。 

・みんな子どもが好きでそこから原動力をもら

ったりしているのだと再確認できた。 

・子どもの笑顔や成長していく姿を、親や保育者

同士分かち合えることを改めて大切なことだと

感じた。 

・今の不安な気持ちから今日の話を聞いて、将来

の夢や仕事のことを考えて生きたいと思った。 

・仲間との人間関係、そして上司の人間性とリー

ダーシップが大きく左右していることがわかっ

た。 

・保育職は素敵な仕事であるということを感じ

た。仕事の楽しさを再認識できた。 

・園内で事例検討を行い、価値観や保育観を共有

していきたいと感じた。 

・改めて保育者の魅力ややりがいなどを考える

ことができた。日々、保育することだけを考えて

いたため、原点に戻ることも大切だと思った。 

・自分はグループワークで上手く話せるだろう

かと不安や緊張のなかでのスタートだったが、

たくさんの意見も聴けて、とても良い機会だっ

た。 

・話し合いの大切さを感じた。定期的に園でも時

間をつくることができたらよいと思った。 

・職場でも保育の素晴らしさを伝える活動をこ

の研修を機会にできたらよいと思う。 

・他の先生と関わることの大切さや大変さ（難し

さ）を改めて感じた。いろいろな人の力があって

よいものができるのかなと学んだ。 

・話し合うこと、支え、支えられること、一人で

悩まなくても良いということを感じることがで

きた。・ 

・自分の居場所はどこにあるのか迷っていると

き、居場所は与えられるものではなく、自分でつ

くっていくものと聞き、気持ちが安定した。 

・先輩のことばで「自己肯定感を持つこと」、「い

のちを守ること」を日々感じながら保育するこ

とが大切だと感じた。「失敗はするもの」という

ことばにほっとした。 

 

写真2 ワークショップでの発表風景 

 

 

３ ワークショップを終えて 

 

 試行的な場づくりとして開催したワークショッ

プについて、グループ討議の内容やアンケートの

感想から「保育の魅力」を語り合うことの効果を検

討した。 

 今回の試みから見えてきたことは、以下の３点

である。 

 

① 「子どもが好き」という共通点が意識されるた

め、年代は異なっても仲間意識が生まれやすい。 

② それぞれの思いを聞くことで、互いを認め合い、

同僚性が生まれる。 

③ 語りやすいテーマの中で、若手の相談に乗って

もらえる。 
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４ 最後に 

 

 平成24年度末の厚生労働省雇用均等・児童家庭

局保育課調べでは「指定保育士養成施設卒業生の

うち、約半数は保育所に就職していない」「保育士

資格を有しながら保育士としての就職を希望しな

い求職者のうち、半数以上が勤務年数 5 年未満で

あり、早期離職の傾向も顕著」である。保育現場に

おいては、保育者不足や早期離職が深刻な問題に

なっている。また、勤務形態の違いや世代間の隔絶

などにより協働を育むことが難しくなっている現

状もある。「支え合い」「語り合い」の重要性を実感

してはいるが、どのように時間を確保し、どのよう

な仕組みをつくり、どのような方法で協働を育み、

人材育成に繋げていけばよいのかが課題になって

いる。 

今回のワークショップでは、このような状況の

中でも、子どものつぶやきや発語を拾って記録し、

子どもの世界を味わうことから園内研修を深めた

実践や、子ども・保護者とのエピソード記録を共有

して、保育の魅力を再発見した実践など、できると

ころから同僚間の信頼関係を構築し、保育の質を

高める取り組みを工夫し、試みている現場実践を

紹介することができた。今回の試みが、園内研修の

一つの方法として、参考になれば幸いである。 

一方で、保育者養成に携わる者として、養成から

育成へと連続性をもった効果的な取り組みを検討

し、解決策を見出していく努力が求められている。

社会的な危機感が生じている現状と向き合い、保

育者の待遇面、職場環境、人間関係といった多様な

面から、保育現場と共に課題を明らかにしていく

ことが必要である。 

 

※ 次頁にワークショップで使用したワークシ

ートを添付 
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